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日日時　対対象　定定員　￥参加費

水の駅「ビュー福島潟」
北区前新田　☎025-387-1491
開館時間　９:00～17:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●自然ウオーク
日６/８(土)13:30～15:30　定先着20人　￥無料
●「日本の自然」写真展
日６/15(土)～７/15(祝)　￥入館料(一般400円、
小・中学・高校生200円、就学前児無料)
●バードウオッチング
日６/22(土)10:00～12:00　定先着20人　￥無料
●福島潟マルシェ
日６/30(日)10:00～13:00　￥入場無料

歴史博物館みなとぴあ
中央区柳島町２　☎025-225-6111
開館時間　9:30～18:00
※月曜(祝日の場合翌日)休館
※７/２(火)～７(日)は施設整備のため休館(レスト
ランは営業)
●企画展「新潟市の文化財」　日６/16(日)まで　
￥一般500円、高校・大学生300円、小・中学生
200円　※会期中、日曜14:00に展示解説を実施
●講座「小泉蒼

そう

軒
けん

が遺した文書から上杉家、長岡藩、
沢海藩などの姿を探る」　日６月23日(日)13:30～
15:00　￥100円

新潟市美術館　
中央区西大畑町　☎025-223-1622
開館時間9:30～18:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●企画展「インポッシブル・アーキテクチャー
―もうひとつの建築史」
日７/15(祝)まで　￥一般1,000円、高校・大学生
800円　※中学生以下、障がい者手帳を持つ人と
一部の介助者は無料。６/22(土)14:00に関連講座
「アンビルト概説」を実施(定先着80人)
●コレクション展Ⅰ「SUMU すむ 　あなたのおう
ちはどこですか」
日８/４(日)まで　￥一般200円、高校・大学生150円、
小・中学生100円　※企画展観覧券で観覧可。６
/16(日)11:00、29(土)14:00に展示解説を実施
●講座「画家・宇佐美圭司の業績を振り返る」
日６/15(土)14:00～15:30　定先着100人　￥無料

新津美術館
秋葉区蒲ヶ沢　☎0250-25-1300
開館時間10:00～17:00
※6/24を除く月曜(祝日の場合翌日)休館
●企画展「光と遊ぶ超体感型ミュージアム
魔法の美術館」　
日６/15(土)～９/１(日)　￥一般1,000円、高校・
大学生500円、中学生以下無料

古津八幡山遺跡　弥生の丘展示館
秋葉区蒲ヶ沢　☎025-378-0480
開館時間10:00～17:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●企画展「弥生時代から古墳時代の大形建物」
日６/11(火)～10/27(日)　￥無料　

文化財センター
西区木場　☎025-378-0480
開館時間9:00～17:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●企画展「砂丘と遺跡Ⅲ－阿賀北の砂丘上の遺跡」
日７/15(祝)まで　￥無料
●武田家住宅で民具と民話を楽しむ会～七夕語り
日７/６(土)13:00～16:00　￥無料
※このほか、別冊情報ひろば２面にも催しを掲載

會津八一記念館　
新潟日報メディアシップ５階　☎025-282-7612
開館時間10:00～18:00　
※月曜(祝日の場合翌日)休館

●企画展「生誕120年　天才・山田正平の宇宙～
不世出の文人篆

てん

刻
こく

家」
日６/23(日)まで
￥一般500円、大学生300円、高校生200円、小・
中学生100円
※土・日曜、祝日は小・中学生無料

新津鉄道資料館　
秋葉区新津東町２　☎0250-24-5700
開館時間9:30～17:00　
※火曜(祝日の場合翌日)休館
￥一般300円、高校・大学生200円、小・中学生
100円　
※土・日曜、祝日は中学生以下無料
●鉄道七夕飾りを設置
日７/８(月)まで
●実物車両の運転席と客室を公開
日６/23(日)10:00～15:30

「あんしん連絡システム」を知っていますか？
在宅の１人暮らしの高齢者などが、緊急時にボタン一つで通報

できるシステムです。
通報すると24時間体制の受信センターにつながり、協力員や委

託業者が出動します。安否センサーによる日々の安否確認や週１
回の電話による安否確認、各種相談にも応じます。

12
行こう 体験しよう！

日和山と新日和山
　写真は、東堀通13番町にある現在の日和山です。江戸時代
半ばまではこの付近に信濃川の河口（湊

みなと

口
ぐち

）があり、日和山は新
潟湊を見渡せる唯一の高台で、湊にとって重要な場所でした。
　当時、多くの船でにぎわった新潟湊の水先案内人（水

み と き ょ う

戸教）は、
日和山に登って湊に出入りする船の見張りや、船の出

しゅっ

帆
ぱん

に必要な日
ひ よ り み

和見（空
模様の観察）をしました。その後、土砂の堆積により日和山と湊口は徐々
に離れ、水戸教の機能も湊口に移りましたが、町や湊を一望できる日和山
は新潟名所としても人気でした。
　ところが、明治13（1880）年の大火で日和山の船見櫓

やぐら

が焼失しました。そ
こで、当時の新潟区長の尽力などにより、翌年さらに海寄りの砂丘上に新
たに船見櫓が建てられ、
「新日和山」と呼ばれま
した（絵図）。新日和山
は元の日和山より眺望
が良く、新たな新潟名
所となりました。多く
の人々でにぎわった新
日和山でしたが、その
後進んだ海岸線の後退
により、昭和20年ごろ
には海中に没すること
となったのです。

22 ■問 歴史文化課 
☎025-226-2584

■問 高齢者支援課（☎025-
226-1290）

△

申し込みに
ついては申込先へ

高齢者支援課　五十嵐

簡単な操作で通報でき、高齢者本人
や離れて暮らす家族などが安心して日
常生活を送ることができます。
対象者には要件があるため、区役所
など へ相談してください。
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■対 本市に住所がある要介護状態などで定期的に安否確認を要
する人　※65歳以上の人で構成される世帯に限る
■￥ 世帯全員の市民税課税状況により決定
■申 所定の申請書を区役所健康福祉課（中央区は窓口サービス課）、
地域保健福祉センター、地域包括支援センターへ

明治14年「新潟港日和山真景」
（部分　新潟市歴史博物館所蔵）

中央区東堀通13番町にある
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